フランスにおける漁港・市場の管理・運営 by 中泉 昌光
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市場 
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   ⑧ロクテュディ Loctudy 
          市場 
       Mr Pochic Didier/Director     
 
      ➈ブローニュ=シュル=メール Boulogne-sur-Mer  
市場 
   Mr Alain Cailler/Director  
   水産加工会社 Corrue Deseille(Smoking Fish Company) 
   Mr Cedric  
 
⑩カレ港 Port of Boulogne Calais 
港湾事務所 Port Office 
   Mr Anthony Petillon/Strategie et Development) 
   
      ⑪ランジス国際市場 Rungis International Market 





  6 月 22 日（土） 
羽田国際空港→シャルル・ド・ゴール空港→（タクシー）→ホテル 
     パリ宿泊 
      
6 月 23 日（日） 
ホテル→（タクシー）→モンパルナス駅→（鉄道）→ラ・ロッシェル駅 
ラ・ロッシェル宿泊      
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  6 月 24 日（月） 
04:00-07:00 ラ・ロッシェル市場 
       漁港→（タクシー）→レ・サーブ=ドロンヌ 
     11:00-13:00 レ・サーブ=ドロンヌ市場 
     レ・サーブ=ドロンヌ→（タクシー）→ロリアン 
  ロリアン宿泊 
    
  6 月 25 日（火） 
04:00-07:00 市場 
ロリアン→（タクシー）→キブロン 
     11:00-12:00 水産加工場 
     キブロン→（タクシー）→コンカルノー 
  コンカルノー宿泊 
 
  6 月 26 日（水） 
05:00-09:00 市場 
       09:00-10:30 漁港周辺の踏査 
   コンカルノー→（タクシー）→ギルヴィネック 
     16:00-18:00 漁港周辺の踏査    
     ギルヴィネック宿泊 
 
  6 月 27 日（木） 
05:00-08:30 市場（自由視察） 
       08:30-12:00 漁港周辺の踏査 
16:30-17:45 漁港・市場（ガイド） 
  ギルヴィネック宿泊 
 







  パリ宿泊 
 
  6 月 29 日（土） 
     パリ宿泊 
 
  6 月 30 日（日） 
ホテル→（タクシー）→パリ北駅→（鉄道）→ブローニュ駅 











  7 月 2 日（火） 
ホテル→（タクシー）→カレ港（フェリーターミナル） 
       09:00-10:30 港湾事務所 
     カレ港→（タクシー）→カレ・フレタン駅→（鉄道）→パリ北駅 
     パリ宿泊 
 
  7 月 3 日（水） 





















































































































 図 1.1 フランスの海面漁業・養殖業生産量の推移 














































The fisheries and aquaculture sector in France, FranceAgriMer より作成 
図 1.2 フランスの水産物需給（国内生産・輸出・輸入） 
表 1.1 水産業および関連産業の規模 














































The fisheries and aquaculture sector in France, FranceAgriMer より作成 
図 1.3 漁船の船長および漁業種別隻数 
The fisheries and aquaculture sector in France, 
FranceAgriMer より作成 





厳格な実施と減船が進んでいる。過去約 20 年間に、船長 12m 未満、船長 12m 以上 24m 未
満、船長 24m 以上の漁船隻数は各々73%、47%、66%に減少した。漁業生産量に大きく影響
するのが中型・大型の漁船であるが、船長が 24m 以上の漁船の隻数は、12m 以上 24m 未満
の漁船の隻数よりその減少割合は 19 ポイント小さい。 







































































 2018 年の漁港・市場別陸揚げ数量・金額と 2008 年以降の推移を図 2.3に示す。2018 年の
数値で見ると、上位 15 市場は数量・金額で全市場の 80%、73%を占めている。さらに上位
15 市場については、第 1 位ブローニュ=シュル=メール、第 2 位ロリアン・ケロマン、第 3























































図 2.2 各地域圏における陸揚げ数量・金額 
Pêche française 2019, le marin および Annuaire 2019, des Halles à Marée より作成 
図 2.3 各市場における陸揚げ数量・金額の推移 







漁獲量     145 万トン 34 億 DKK （1993 年） 
魚類 30 万トン 貝類・甲殻類 11 万トン 非食用 104 万トン 
登録漁船隻数  2,574 隻（85%が 5 トン以下の小型船）（1992 年） 
漁業者数    7,300 人（1989 年） 
輸入量 61 万トン 69.6 億 DKK  主にエビ  （以下、1990 年の値） 
輸出量 173 万トン 134 億 DKK  缶詰と貯蔵製品  エビ 10 億 DKK  
冷凍フィレ      24 億 DKK  活・生鮮及び冷蔵貝類は 19 億 DKK 
水産物ではエビが対日輸出額の 10%、我が国のアマエビの 90%はデンマークから輸入 
かつての西ドイツが最大の輸出相手国 
衛生に関する一般的規制、つまり魚類及び水産物の購入、販売、漁獲、運搬、冷凍、保
存、加工に関する規制は 1987 年の水産製品品質管理法で規定 









食用魚が 2 割、非食用魚（ミール、オイル）7 割、残り 1 割が軟体動物等 
市場には国別に取り扱った数量と金額を当局に 24 時間以内に報告する義務ある 
























ラ・ロッシェル港（図 3.1.1）は、漁港、マリーナ、商港の 3 つから構成されている。漁
港は、豊かな漁場であるビスケー湾に位置し、英国とスペインを結ぶ陸路にあたることから、
漁業においては理想的な場所である。漁港は、かつて市街地にあったが、1994 年に現在の
シェフ・ド・ベ Chef de Baie に移転した。跡地は、現在マリーナとして利用され、市場は水
族館に改修されている。 




























































2016 年時点で地元漁船 80 隻、外来漁船 90 隻が漁港を利用している。地元漁船は、その
漁業形態により次の 2 つに分類される。 
ⅰ．24 時間以内の小型漁船漁業：船長 12m 以下の漁船で前日に出港し、ラ・ロッシェルか
らイル=ドァやロリアンまで沿岸で操業して、翌早朝帰港する。 










市場本棟ではおよそ 200 人が働いていると言われている。アトリエは 24 事業者分が用意
されており、その内訳は、バイヤー用 17、養殖ムール貝業者用 3、運送業者 4 である。実際
にアトリエを使用している業者数は 15 社であり、1 社が複数のアトリエを広く使用してい































であるが、コンセッション契約で運営権をラ・ロッシェル商工会議所 the Chamber of 
Commerce and Industry of La Rochelle に与えていた。2002 年にはラ・ロッシェル商工会議所
とラ・ロッシェル市 the Community of Agglomeration of La Rochelle によるラ・ロッシェル-シ
ェフ・ド・ベ漁港公共企業体 the Mixed Union of the Fishing Port of Chef de Baie - La 

















図 3.1.3 市場の配置と利用 



































システムの企画・開発等は AGISOFT Engineering 社によるものである。 
 
























































 図 3.1.7 陸揚げ・場内搬入 
下写真：http://www.port-peche-larochelle.com/より引用 















ベルが印刷され、これを魚箱に投函する。   











































































市場では魚、甲殻類、貝類を取り扱い、せり販売は月曜日から金曜日までの 4 時 45
分に始まる。年間 115 種類の水産物は販売されている。せり室にバイヤーが集まり（以 
16 














































図 3.1.11 ローカル＆オンライン・オークション 
図 3.1.10 販売カタログの作成 
23 
 
人（社）であるが、うちオンラインで国内外から参加できるのは 75 人（社）と 8 割近
くを占めている。1 人（社）で複数の登録ができることから、総数では 202 人（社）が
登録している。せり室での販売の様子を図 3.1.11に示す。現地調査を行った日には、
せり室に来ていたバイヤーは 5 人（社）に対して、オンラインで参加しているバイヤー













































































れた水産物は、Savoir-faire La Rochelle 認証（図 3.1.13）を受けることができる。ただし、
品質評価が、E と A のついた商品のみに限られる。 
Savoir-faire La Rochelle 認証の商品は、販売カタログで確認できる。販売カタログは、
Savoir-faire La Rochelle の web サイトにログイン（事前登録が必要）することでダウンロー
ドできる。商品のラベルには、認証のロゴが付与されている。第一購入者であるバイヤー














































週 1 回ではあるが市場側に入ってせり販売する体験するプログラムを提供している。 
 









Cotinière(Oléron)、レ・サーブル＝ドロンヌ Les Sables-d'Olonne との競合がでてきたことで、




































図 3.1.14 陸揚げ数量・金額と平均価格の推移 
Pêche française 2019, le marin および Annuaire 2019, des Halles à Marée より作成 
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会議所 the Vendée Chamber of Commerce and Industry (CCI Vendée)に運営権を与えている。







1960 年代はマグロ漁やイワシ漁の基地であったが、現在は約 60 隻の地元漁船と外来漁
船が 65 隻（Fecamp, Honfleur, St Jean de Luz, Dieppe, Lorient, Morlaix, Concarneau）がここを
基地にして様々な漁業を行っている。地元の漁業者は、約 170 人である。陸揚げ数量で見
ると、沿岸トロール漁船が約 3 割、様々な沿岸漁業（延縄、刺し網、定置網等）が約 4
割、 デンマークのトロール漁船と旋網漁船が 2～3 割を占める。トロール漁船が主体で
あることと、外来漁船の陸揚げが多いことが特徴である。 






















































市場の配置と利用を図 3.2.3に示す。アトリエは現況で 21（床面積 105~ 340 m²/アトリ
エ）あるが、登録バイヤーが増加したことで、足りなくなっている。そこで 2017 年末か
ら市場の近代化と拡張整備が行われている。市場前面の陸揚げ岸壁の幅は 5.5m 程度、岸











は、4:00 に始まり、7:30 から 8:00 頃に終わっていた。1999 年以降は、電子せりが導入さ
れ、せりは同様に 4:00 に始まるが、7:00 ごろには終わっている。オンライン・オークショ
ンは 2010 年 11 月に導入された。 
 
 





























































































図 3.2.4 陸揚げ情報の提供（webサイト） 







































  登録バイヤーは約 180 人（社）であり、うちインターネットによるオンラインでせり
に参加しているのが約 90 人(社)、ここに来てせりに参加（かれらもオンラインで入札で
























































図 3.2.7 ローカル＆オンライン・オークション 
下写真：https://lemarin.ouest-france.fr/secteurs-activites/peche/25610-diaporama-la-criee-des-sables-dolonne 
上右写真：https://unecuillereepourpapa.net/la-criee-des-sables-dolonne/ 
上 左 写 真 ： https://www.scoopnest.com/fr/user/BrunoRetailleau/959291898694266885-avec-cmorancais-aux-
sables-dolonne-visite-de-la-crie-et-des-ateliers-de-mareyage-vende 
https://unecuillereepourpapa.net/la-criee-des-sables-dolonne/ 














































図 3.2.10 梱包・搬出（輸出） 

















（図 3.2.11）するとともに、文書の pdf を電子メールで送っている。水産当局への報告




























図 3.2.11 バイヤー用ボックス等 
Pêche française 2019, le marin および Annuaire 2019, des Halles à Marée より作成 







22008 年から 2018 年までの間に、陸揚げ数量は 5,600 トンから 8,500 に増加（1.5 倍）し
た。陸揚げ金額でも 27 百万ユーロから 48 百万ユーロに増加（1.8 倍）した。登録バイヤ
ーも 76 人（社）から約 180 人（社）に増加（2.4 倍）したが、オンライン・オークション

































































































- ビスケー湾に位置するとともに、大西洋に開けていること  
- 海陸の交通網（物流網）に連結していること 
- 潮待ちなく 24 時間アクセスできること 
・多種（約 60 魚種）多量の水産物が供給されること 
・ヨーロッパで最新の設備（650t 吊りの上架施設等）を有する船舶修理場があり、最大幅
































・ヨーロッパ最大のトラックドック（36 台分）を有すること（2015 年に改修） 
 
（バイヤー構成） 
登録総数（2018 年） 約 250 人（社） 
ａ．卸売業者  約 100（地元 50 他地域・ヨーロッパ各地 50） 
鮮魚販売店 約 150（地元 50 他地域・ヨーロッパ各地 100） 









 雇用規模については、漁港・市場の職員が約 80 人、漁業者（または船員）は約 600 人、







沖合トロール漁船   14 隻 
沿岸漁業      169 隻 
外来漁船（国内外） 95 隻 
 
ⅰ．沖合漁業 
 10,974 トン（2018 年） ❶ 
船長 18～45m  出漁・操業 4～10 日  
例：ロリアンの漁船～スコットランド沖まで出漁・操業し、そこで漁獲物を陸揚げし、
ロリアンまで陸送 






6,777 トン（2018 年）  ❷   







  99 トン（2018 年）   ❸ 























































ン漁港運営公共企業体 the Society of mixed economy of Lorient Keroman (SEM Lorient Keroman)、
Societe D'economie Mixte Lorient - Keroman(La SEM Lorient Keroman)が設立（公共企業体の株






の連絡調整は、the Port Operations Company (CEP)が行っていた。2013 年にはロリアン・ケロ
マン公共企業体が、漁港施設の維持管理、船舶修理場、水産物の販売、マーケティングなど
あらゆる面で漁港の運営を行うことになった。2014 年末以降、公共企業体は、港や設備の































































図 3.3.4 陸揚げ・場内搬入 
http://46.18.101.34/lor/default.asp 

















































































登録バイヤーは 250 人（社）、うち 150 人（社）がオンライン参加である。せりには、






曜日には 4:00 に開始する。せり販売は 6:00～7:00 に終了する。せり販売エリアは室
温 16℃に管理されており、そこには 2 つのレーンを使って沿岸ものの商品を魚箱に
入れて移動させる間にせり販売が行われる。せりは船ごとに行われ、その販売順はく
じ引きである。 
せり販売の様子を図 3.3.7に示す。商品は魚箱に入れられ、2 レーンのベルトコン 













































 図 3.3.8 せり販売結果（沿岸もの） 
図 3.3.7 ローカル＆オンライン・オークション（沿岸もの） 
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ら QR コードマトリックス（３D）（AUCXIS 社）へ変更することが検討されている。 
 









































































図 3.3.9 ローカル＆オンライン・オークション（沖合もの） 


















































ェー・ロブスターLangoustine、メルルーサ Merlu(Hake)、タラ類 Lingue franche（Frank ling）
である。メルルーサは町のエンブレムになっている。市場における陸揚げ数量・金額および
平均価格の推移を図 3.3.12 に示す。 
2008 年から 2018 年までの間に、陸揚げ数量は 18,900 トンから 24,700 に増加（1.3 倍）し
た。陸揚げ金額でも 56.5 百万ユーロから 77.6 百万ユーロに増加（1.4 倍）した。登録バイヤ





























 キブロンにある水産加工会社 Conserverie la belle-iloise（図 3.3.13）は、夏場はイワシの加
工品 1,200 トン、冬場はサバの加工品 400 トンを製造している。約 200 名が働いている。創





Pêche française 2019, le marin および Annuaire 2019, des Halles à Marée より作成 






















④ 2 時間ほど乾燥させ、湿度を除去する。 
⑤ 酸化しないようにひまわり油を使って 2 分間 125℃で焼く。 




⑩ 容器を 120℃の高水温に 1 時間浸し、バクテリア消毒する。賞味期限が 4～6 年に延び
る。 
















図 3.3.13 水産加工場（Conserverie la belle-iloise社） 
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漁船は夕方 5～7 時頃出港して、夜 12 時頃帰港。漁獲物を陸揚げし、翌朝の競りが行われ
る時間まで保管施設で冷蔵のまま保管する。 
午前 5 時から近海でとれたものの取引（漁業者と地元小売業者が相対取引）が行われ、午
前 6 時からは遠洋ものや底魚類のせり売り。 
ベルトコンベヤで運ばれてきた魚がコンピューターによる自動計量・重量選別機により選
別することで衛生基準に沿うとともに経費削減（手動 1.5/kg フラン、機械化 0.9/kg フラ






































地元船による陸揚量 25,000 トン（2007 年） 
外来船及び搬入分を含めると 100,000 トン 
トロール、旋網、延縄、底引き網 タラ類、 太刀魚、メルルーサ、 アンコウ 




チックケースの利用、壁・柱の塗装など EU の衛生管理基準に則った整備がされている。 
市場の手数料は 4.5～6%で、半分は SEM へ、のこり半分は州政府へ納付。 
2005 年から市場の IT イノベーションが起こっており、電子せりが行われる 
せりやトレーサビリティーシステムなど IT 関係は政府の補助率が高い（費用対便益の評価
が必須要件） 





























































































































業体、漁港とマリーナは、カンペールのブルターニュ西商工会議所 CCIMBO-Quimper  (La 









ール、ロリアンに次ぐ国内第 3 位の漁港（約 48,000 トン）であった。1980 年代半ば以降漁
業が不振となる一方、マグロ漁の基地港として国内および欧州第 1 の漁港になった。1989
年には約 72,000 トンを記録した。2010 年には沖合漁業 7 隻、小型トロール漁船 2 隻、沿岸


























































の数量は約 100,000 トン（2010 年）であったが、これに対して鮮魚の陸揚げは約 10,000 ト
ン（2010 年）であった。しかし、以降は沖合漁業の漁船を中心に他港を利用する動きがあ
り、市場の販売は危機的な状況に直面している。例えば、沿岸ものの割合は、32%（2000 年）








市場の配置と利用を図 3.4.3 に示す。現在の市場建物は、1989 年に建設され、カンペー
ルのブルターニュ西商工会議所 CIMBO-Quinper が運営する。市場建物の 1F 総面積は
15,000m2 であり、選別・計量のためのエリアや、低温管理室（0～2℃）、魚箱洗浄保管施設、
そしてアトリエが配置されている。魚箱洗浄機は 700 箱/hr の能力を有する。低温管理室は、
せり販売前の商品の陳列・保管だけでなく、販売後（搬出前）の商品の仮置きに使用される
場合もある。低温管理室は第 1、第 2 の 2 室あり、陸揚げ後の保管または選別・計量後の陳
列やせり販売に使用している。通常は第 1 を使用し、多い時には第 2 も使用する。調査日の




時は、第 1 で約 800 箱、第 2 で約 250 箱が販売されていた。低温管理室の使用が可能な時間










































図 3.4.3 市場の配置と利用 




















 市場では、商工会議所職員 30 人が働いている。市場の建替えについては、国、地方自治
体、EU、単独費の予算を活用することになる。主な収入は、ⅰ）カンペール・ブルターニュ




























せり販売の開始時間は、月曜日から金曜日までは 5:45、土曜日は 5:30 である。かつては、
沖合もののせり販売があり、その開始時間は 6:00 であった。せり販売は 7:30 頃に終了し、
後片付けや経理事務を行った後、12:00 頃には帰宅する。 
 コンカルノーには約 40 軒の鮮魚店があり、うち 10 軒が市場に買付けに来る。 
 
1)陸揚げ情報の提供 
コンカルノーを含めコルヌアイユの 7 漁港の陸揚げ情報については CCIMBO-Quimper








ーナの web サイト（図 3.4.7）で閲覧できる。 
   
2)陸揚げ・場内搬入 







































































図 3.4.7 港勢情報（webサイト） 























































































  せり販売の様子を図 3.4.12に示す。2 台の移動せり表示盤（Mobiclock）を使ってせり
販売が行われている。下げせり方式で価格が一定のスピードで下がっていくが、買いたい
価格の時にボタンを押す。複数の人がいると、値段が上がり、最後まで押し続けた人が落




れている PC の画面を図 3.4.13 に示す。左半分は、今現在せり表示盤に表示されている
情報であり、右半分は、これから販売する商品についての情報であり、販売のための必要
な情報の入力画面である。 
図 3.4.10 選別・計量・販売カタログの作成 














































図 3.4.12 ローカル＆オンライン・オークション 





ていた。移動せり表示盤を使ったせり販売もかつては、せり人 1 人、記録者 1 人、補助
（箱の移動）1 人の 3 人体制であったが、現在はひとりでやっている。  
 
  登録バイヤーは約 170 人（社）であり、その内訳は、地元鮮魚販売店 10 人（社）、地域
外鮮魚販売店 45 人（社）、地域外バイヤー115 人（社）である。地域外の鮮魚販売店と
バイヤーはインターネットによるオンラインでせりに参加している。 
コルヌアイユの 6 市場のせり販売システムは 10 年前から連結されており、バイヤーは
6 市場 9 せり販売（コンカルノー、ギルヴィネック、ロクテュディでは各 2 つのせり販売















































































図 3.4.15 購入した商品の仮置き 
上右 2 枚の写真： https://www.peche-plaisance-cornouaille.fr/les-grands-projets-peche-plaisance-
cornouaille/concarneau-modernisation-et-restructuration-de-la-criee-2/ 

































アンコウ Baudroie(Monkfish)、イワシ Sardine、メルルーサ Merlu(Hake)である。市場におけ
る陸揚げ数量・金額および平均価格の推移を図 3.4.17に示す。 
2008 年から 2018 年までの間に、陸揚げ数量は 10,100 トンから 6,000 に減少（0.6 倍）し
た。陸揚げ金額でも 28.5 百万ユーロから 19.5 百万ユーロに減少（0.7 倍）した。それまで陸
揚げしていた沖合漁業漁船が 2010 年頃から他港を利用するようになったことで、市場の陸





















































Pêche française 2019, le marin および Annuaire 2019, des Halles à Marée より作成 
図 3.4.17 陸揚げ数量・金額と平均価格の推移 
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議所の職員は 55 人である。 
登録漁船隻数は、100 隻、うち沖合漁業 43 隻（8～14 日の出漁・操業）、沿岸漁業 44 隻
（日帰り操業）、小型漁船漁業 13 隻である。 














































































図 3.5.2 ギルヴィネック-レシアガ港の管理区分 








せり販売は、月曜日から金曜日の朝、夕の 2 回行われる。朝売り（沖合もの）は 6:00、夕
売り（沿岸もの）は 16:00 に開始（通常、16:00、16:30、17:30の 3回）する。登録バイヤ
































































































































PAX BOVIS 写真：http://www.pixels-evasion.com/navires/wp-content/uploads/2019/02/DSC_0114_DxO.jpg 
図 3.5.6 せり販売のための陳列（沖合もの） 




























































































図 3.5.9 落札した商品の仮置き 
































































































た。開始以降利用者が年々増加し、ギルヴィネックに来る観光客年間 55 千人のうち、35 千
人が Haliotika のガイドツアーを利用している。今は、試食会、料理、海の学習などのプロ
グラムも充実している。 































2008 年から 2018 年までの間に、陸揚げ数量は 16,600 トンから 17,900 に増加（1.1 倍）し
た。陸揚げ金額でも 64.5 百万ユーロから 72.1 百万ユーロに増加（1.1 倍）した。登録バイヤ
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図 3.6.1 サンゲノレ – パンマール港 












































に対して、水氷が 0.3 トンとしている。イワシは 24 時間経過すると品質が悪くなるとされ
ており、サバも獲れたらすぐに陸揚げすることとしている。 
 













































 図 3.6.4 陸揚げ・場内搬入 













































るかは不明）。品質基準は、E、A、B、C の 4 段階であるが、C がつく商品は実際には見当
下左写真：https://www.ouest-france.fr/bretagne/finistere/lheure-de-la-vente-la-criee-de-saint-guenole-4174101 












































カレイ類 Sole である。市場における陸揚げ数量・金額および平均価格の推移を図 3.6.7 に
示す。2008 年から 2018 年までの間に、陸揚げ数量は 13,100 トンから 12,000 に減少（0.9 倍）
画像引用：https://www.youtube.com/watch?v=EuyRHmXsQAM アップロード 2015 年 7 月 
図 3.6.6 陸揚げ・選別・計量・せり販売・荷渡し・搬出 
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図 3.6.7 陸揚げ数量・金額と平均価格の推移 
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参考 水産庁調査「フランス水産業における HACCPの現状」（1997年） 
 
県が所有し、商工会議所にコンセッションで管理運営 
利用漁船 100 隻以上の旋網船、トロール船、延縄、刺網 
水揚げ高 12,000 トン（国内第 5 位）3,000 万ユーロ （現在） 
イワシ、アンコウ、タラ、貝類、ラングスチーヌ（手長エビ）等 






























































































は、前日の 4:00～6:00 に出港し、同日の 18:00 またはせり販売当日の朝に帰港する。小型
漁船は製氷機を積んでいないし、氷も積んでいない。 
 
市場の配置と利用を図 3.7.3に示す。エプロン幅は 8.0m と比較的広い。アトリエは 12
室ある。市場職員は 12 人、アトリエでは約 200 人、そしてロクテュディ全体では水産関















































































図 3.7.2 ロクテュディ=イル=ツディ港の管理区分 





ら金曜日の毎朝 5:45 に開始し、6:45～7:15 に終了する。せり販売の様子を図 3.7.4に示す。 
 
 ⅰ．沖合漁業 



















































































図 3.7.6 オンライン・オークション （アトリエ内の様子） 






金額および平均価格の推移を図 3.7.7に示す。2008 年から 2018 年までの間に、陸揚げ数量







































図 3.7.7 陸揚げ数量・金額と平均価格の推移 


























































カレ港は、フェリーでの利用乗客者数（年間 1,000 万人）では国内最大、Ro-Ro 船による
貨物輸送量（4,400 万トン）ではヨーロッパ第 2 位である。Ro-Ro 船による貨物輸送量の 1/3
はイギリスとの航路を利用したものである。カレ～ドーバーフェリーによる利用乗客者数
は、年間 1,000 万人、Ro-Ro 船の利用トラック台数は 100 万台、貨物輸送量は 4,400 万トン
である。カレ港の主な収入はフェリー、貨物の利用料などロジスティックからのもので、そ
の金額は約 10 億ユーロ/年である。現在フェリーの便数は 5、6 便/日であるが、これを増便
するための施設整備が進められている。かつてはカレでも漁業が行われていたが、ブローニ































続きはない、しかし EU から離脱すると、様々な手続きが必要となる。 






















































































図 3.8.2 漁港の配置と利用   
図 3.8.3 水産加工場の集積と物流拠点 
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次の 4 つの漁業が行われている。 
ⅰ．冷凍庫を積んだ加工船 2 隻 
フィレ加工も船上で行っている。これはバイヤーとの直接取引が行われ、市場の取
引には含まれない。その数量は 3.4 万トン（2018 年）である。 
ⅱ．沖合もの（鮮魚）トロール漁船 4 隻 
船長 45m 前後の漁船、乗組員約 12 人で 7～10 日間の出漁・操業を行う。 






 ⅳ．小型漁船漁業 47 隻 



















岸壁エプロン幅は 16m と幅広であるが、後者のそれは 5.5m と幅が狭い。庇の目的は日よ
けであり、後者の区間では、夜中から明け方前に陸揚げすることから日よけする必要はな
いから、庇は設けられていない。また岸壁エプロン幅については、緊急車両（消防車）を



































ンス地域圏議会 the Hauts de France Regional Council （Port Authority）である。2015 年 7 月




セッション契約を締結しデトロワ港運営企業体 the Detroit Port Operating Company, the 
Société d'Exploitation des Ports du Détroit (SEPD)が漁港を運営している。SEPD の資本につい
て民間企業が商工会議所より多い。SEPD の主な業務は、漁港の管理、運営、維持管理と
施設・設備の整備であるが、施設の利用についての承認等の権限はない。コンセッション





































図 3.8.5 市場取引に関する情報の提供（webサイト） 
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たが、4 台では多いということで 4 台目は使用していない。各せり表示盤に一人のせり
人がついている。 
 












電子せりを導入したのは 2008 年である。それまでは 6、7 組で発声せり（上げせり方
式）が行われ、バイヤーのちょっとした仕草で購入意思を確認していた。2015 年にはイ
ンターネットを通じたオンライン参加にも対応できるようになった。オンライン参加の 












































概ね 15 分、多いとき（1.5～2 万箱）であっても 45 分でせり販売が終了している。調査
した日は、19 トンの商品がわずか 15 分で販売終了した。売れ残りは 27 箱であった。 
下左写真：https://www.aucxis.com/fr/nouvelles/la-criee-de-boulogne-est-prete-a-embrasser-le-futur 







































  水産当局への報告は、RIC（Relve 登録、Inter～と～間、 Criee 市場（港）という意
味）という一電子システムで行われている。市場側の説明では、国内すべて同じ仕組み
で行われているとのことである。報告は 12:00 まで終了する。 




















































写真 3.8.2 船主およびバイヤーへの通信連絡用ボックス 








扱っている。洗浄・殺菌工程は完全自動化され、1 時間で 1,000 箱を洗浄する能力を有する。






































写真 3.8.3 魚箱の洗浄・保管室 
図 3.8.12 陸揚げ数量・金額と平均価格の推移 




市場で取り扱っている主な魚種（金額ベース）は、ヤリイカ Encornet(Squid)、セイス Lieu 
noir(Saithe)、ヒンジ（赤ボラ）Rouget-barbet(Mullet)である。市場における陸揚げ数量・金額
および平均価格の推移を図 3.8.12 に示す。2008 年から 2018 年までの間に、陸揚げ数量は







 水産加工会社 Corrue Deseille（図 3.8.13）は、1950 年代から燻製加工品を製造している家
族経営の会社である。創業当時は雇用 4～10 人、加工場の建物面積 350m2 の小さい会社で







サバの加工は、30 年程の経験のある人が手作業で行っている。朝 2:00 から 3 人で作業を





















 図 3.8.13 水産加工場（Corrue Deseille 社） 
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参考  水産庁調査「フランス水産業における HACCP の現状」（1997年調査） 
 
Bouloune Calais Port Authority、商工会議所が管理運営 
貨物船・旅客船・漁船・PB が棲み分け利用 
大型トロール漁船、高性能漁船、小型沿岸底引き漁船 
フランス第 1 位の漁港で国内の漁獲高の 30%が水揚げされる 
特別列車やトラックにより数時間以内に全国各地へ輸送 
新港は港内水位（干満差 9m）調節用水門付きの漁港 
水深は大型漁船 5m，小型漁船 3m 
港及び市場は商工会議所が管理 
水産物加工・流通センターとして北ヨーロッパ第一であり，水産加工場は 150 工場、200
企業，年間 30 万トンの魚を加工製造 7,000 人の住民が水産業にかかわっている。 
原料は当地の魚が主体であるが不足するので輸入魚も使用 
魚介類の出荷センターは温度管理されており，20 社の運送会社が，毎日冷凍車 100 台以


















































































ィルから東はル・トレポールの間にある漁港や陸揚げ地点（landing point）に集荷される。   
 
ノルマンディ（全体）の漁船・漁業は、次の 2 に分かれる。 
ⅰ．小型漁船・日帰り操業 
船長 16m 未満の漁船で日帰り操業を行う。隻数は約 600 隻以上である 
ⅱ．中型漁船・沖合漁業 














































































































































図 3.9.4 陸揚げ・場内搬入・計量 
https://www.youtube.com/watch?v=5JzpKiMo4Es より作成 




















いる。「MSC ロブスター」については、2011 年に認証を取得し、「MSC バイ（ツブ）」
は、2017 年に認証を取得した。バイについてはこれが世界最初であった。MSC 以外のエ
コラベルも数多く認証を取得しており、「nfm サバ」は、ノルマンディ地域機関である
























図 3.9.6 エコラベルの取得と普及 





ビノスガイ Venus、アマンドガイ Amande、コウイカ Seithe(Cuttlefish)、タイ Dorade grise(Sea 
bream)、エイ Raie(Skate)である。市場における陸揚げ数量・金額および平均価格の推移を図
3.9.7 に示す。2008 年から 2018 年までの間に、陸揚げ数量は 10,405 トンから 11,146 トン






































図 3.9.7 陸揚げ数量・金額と平均価格の推移 



















































ドァルヌネ港は、3 つの港（Tréboul、Rhu および Rosmeur）から構成されている。このう
ち漁港は、Rosmeur にある、マリーナとは防波堤等外郭施設で利用水域が区分されている。
漁港・市場の配置と利用を図 3.10.1に示す。陸揚げ岸壁延長 240m、休けい岸壁延長 500m、
市場建物は 2 つに分かれ、市場建物総面積は 3,000m2 である。低温管理室（0~2℃）は各市
場建物に設けられ、各々774m2、254m2 である。室温管理エリア（空調エリア）は 400m2 で



























































異なるが、6:00、6:30 または 7:00 に開始している。せり販売の様子を写真 3.10.1 に示す。
せりは移動せり表示盤（Mobiclock）を使用して行っているが、オンラインでせりに参加す



































 図 3.10.2 陸揚げ数量・金額と平均価格の推移 
Pêche française 2019, le marin および Annuaire 2019, des Halles à Marée より作成 









ガニ Tourteau (Edible crab)、マグロ Thon (Tuna)である。市場における陸揚げ数量・金額およ
び平均価格の推移を図 3.10.2に示す。2008 年から 2018 年までの間に、陸揚げ数量は 6,028












































































































真夜中～       2:00（または3:00）   商品の搬入 
2:00（または3:00） ～ 5:00（または6:00）   卸売販売・取引、梱包 
        ～12:00               梱包・搬出・発送 
































































写真 3.11.1 ランジス国際市場 
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ン-ケロマンが 25,000 m2、コンカルノー、ギルヴィネックが 15,000 m2、レ・サーブ=ド
ロンヌ、サンゲノレ、ロクテュディが 6,000 m2 前後である。ブローニュ=シュル=メール




















































































































































































〇 せり販売の結果やその日の相場情報については、専用の web サイトにログインする
ことで閲覧やダウンロードすることができる。 
 












































































入前の約 50 人（社）が導入後（現在）は 86 人（社）というものであった。表 4.2よ
り延べ登録バイヤー数は 1,040 人（社）のうち地域外は 723 人（社）であり、これは

















場合がある。web サイトからの電子報告は、RIC（Relve 登録、Inter～と～間、 Criee
市場（港）という意味）という電子システムで行われている。 
 
〇 web サイトからの電子報告は次のとおりである。 







〇 1990 年代前半に市場の改修が行われたが、建物構造は以前より閉鎖型構造（低温管 


















  B：少し破損している 
 
 〇 魚体は、0～2℃で保存することとされており、 
ⅰ．低温管理（0～2℃）室内に陳列・保管し、透明フィルムで魚体を覆う。 












































ある漁業に努めている。「Savoir-faire La Rochelle 認証」は、責任ある漁業で漁獲され
た水産物に与えられた認証（エコラベル）である。Savoir-faire La Rochelle 認証の商品
141 
 




「MSC ロブスター」、「MSC バイ（ツブ）」やこれら MSC 以外のエコラベルも数多
く認証を取得しており、「nfm サバ」という、ノルマンディ地域機関である
「Normandy Sea Freshness for Responsible Fishing」による認証なども取得している。こ








































推移を図 4.3に示す。国内陸揚げ数量は 2000 年以降減少傾向にあったが、2008 年以
降は横ばいに推移するものの、平均価格は上昇傾向にある。各漁港について、陸揚げ






































 図 4.3 各漁港における陸揚げ数量・金額、平均価格の推移 



















上位 5 漁港における陸揚げ数量・金額、平均価格の推移や各漁港の割合を図 4.4 に示す。 
 
〇 上位５漁港の陸揚げ数量に過去 10 年間の変化は見られないが、平均価格の上昇とと
もに金額が増加している（表 4.4）。各漁港の陸揚げ数量・金額の割合を見ると、ブロ
ーニュ=シュル=メールの割合が３~5 ポイント減少し、一方ロリアン-ケロマンが 3~5 ポ
イント増加したがその他の 3 漁港について変化は見らなかった。上位 5 漁港は安定し
た地位を確保しているものと言える。 
 
































































が、このうち陸揚げ数量・金額の上位 3 漁港の割合を見ると、数量で約 7 割から約 8 割
に、金額で約 6 割から約 7 割に増加している。特に、かつて上位 3 漁港にひとつであっ
たコンカルノーの陸揚げ数量・金額の割合は減少し、代わってドァルヌネが上位 3 漁港 
図 4.4 上位 5漁港における陸揚げ数量・金額、平均価格の推移 












































〇 ドァルヌネは、2001 年に電子せり（ローカル・オークション）を導入し、さらに 2015
年に建物を改修し設備を最新なものとした。このときオンライン・オークションを導入
図 4.5 コルヌアイユの漁港における陸揚げ数量・金額、平均価格の推移 



















Cotinière(Oléron)、レ・サーブル=ドロンヌ Les Sables-d'Olonne との競合が起こり、2016
年以降陸揚げ量は 2,000 トン/年を下回っている。 
 
〇 レ・サーブ=ドロンヌは、過去 10 年間に、陸揚げ数量は増加し、金額では倍増近く























図 4.6 レ・サーブ=ドロンヌとラ・ロッシェルにおける 
陸揚げ数量・金額、平均価格の推移 
Pêche française 2019, le marin および Annuaire 2019, des Halles à Marée より作成 
